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タ イ 国 生 薬 の 考 察 Ⅰ

木 島

は じ め に

東南アジアの生薬- とくにタイ国の井:_薬の

研究のため1966年11月に採薬行を試み,タイ

同バ ンコク,チェンマイ,チャンタブ リそC,)

他で入手 したタイ国fi:_薬市場の托薬類,香港

牲薬苗場で入手 したタイ国産 と称する生薬類,

さらに香港その他の海外か らタイ同に輸入 さ

れて くる年薬類を収集 して来 た C 以来 これら

のB:.薬類の実態を考察 してきたが,そのうち

ほぼ明らかになったものか ら順次報告する｡

もちろん これらのうちには今後さらに究明し

なければならないものもあるし,また今回の

採薬行で収集できた生薬はタイ田生薬の限ら

れた一部のものであり,今後さらに収集を続

けてその柿類を増 してゆかなければその全貌

を明らかにしたとはいえない｡したがってこ

の報告が最終的なものではな く,さらに継続

されてい くものであることを記 してお く｡

Ⅰ タイ国天然薬物に関する文献

タイ田の天然薬物,主 として薬用柿物やE上

薬の文献としてまとまったものははなはだ少

な く,またタイ語の文献が多 く, これを参照

す るうえに困難をきたす ことが多い｡そのう

ち比較的新 しいものを二,三紹介 し,その内

容などについて検討 してみたい｡

6/
こ- .J!こJ･.,･訂州諭う理丁か ,

(Sangiam Phongbunrot)第

7.I,:I,7,iHTl,)77,.,:

(MaithetMuangThai)(タイ閃薬用

植物)

正 夫

7" rl･ミ- ･jJ･:I,- =t,7-yJ-I"i

(Sapphakhun Khong YaThetLae

YaThai)(外同庫およびタイ田甚薬物

効能集成)

1959年にバ ンコクで出版 され,608ページ

の単行本 で ある｡ 790種の 薬物 と若干の処

方が収載されて いる. 薬物 は本書 の表題に

MaithetMuang (薬用棉物)とあるが,実際

は梢物性のものだけではな く,少数の動物性,

鉱物性のものも含まれている｡例えば動物性

のものでは"Khaw"-Horn,"Khrang"-Dacty-

loPiuscocus(LacciferLacca), "Chamod

chieng''-Moschusmosciferusなどがあり,

鉱物性 (無機物質)のものでは "Chum si"-

Bluestone(Cuppersulphate),"Nam prasan

thong"-Borax,̀Ǹampoonsai' '-LimeWater

などがある｡

本書の著者 Sangiam Phongbunrotはタイ

同工業省科学局製薬諜薬用梢物部 (Pharmacy

Division,MedicinalPlantsSection､Depart-

mentofScience,Ministry of∫ndustry)

の技官 (TechnicalO氏cer)であった人で,

タイ国第一級古医師ならびに西洋医′羊の医師

補の資格をもっていた人である｡すでに故人

になっているが,生前,タイ全土 にわたって

植物 (葉物)採集を行ない,また地方医の薬

物治療の実際を調査 している｡また1934年か

ら1947年の 8年以上にわたって ArnVihoba,

RudorfChala,Ditbun らとともに自らその

隊長となって北部,東部 , 日 周;タイに薬用帖

物をはじめ天然薬物の調香を実施 したことが
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第 6巻 第 2号

であるのか,あるいは未確認であるのか記載

されていない｡ しか しわれわれが本書を開い

て直接理解 し,了解できるのはこの個所だけ

であるのに,ここに記載 される科名,植物名

は不正確なものが多 く,明らかに誤 っている

と考えられるものもある｡また,印刷技術の

稚拙か らか甚だ しい ミスプ リントが発見 され,

しか も正誤表 も付 されていないため,本書を

利用するうえに細心の注意を払わなければな

らない｡

本文,すなわち薬物の記載文はタイ語で書

かれ,最初に植物の形態や品種について簡単

に記載 しているが,例えば ｢常緑の木本植物

で,赤い花 と白い花の 2種類がある｡--｣

とい う程度の極めて簡単なものである｡次に

薬物の利用法,すなわち薬効,用法を記載 し

ていて,例えば ｢葉を-に,根を-に,また

どこでは種子を-に,どの地方では-に｣ と

いうように地方的な使用法などまで述べられ

ているが,その記載内容は民間薬的なもので,

あたかもわが国の一般民間薬物療法の書物に

東 南 ア ジ ア研 究

ある｡

本書には医科大学,薬学部教授 Mr.Titto

Bungnag,Ph G∴M.P.S.:B.Sc∴Pharm.の

推薦文が巻豆酎こかかげられている.

本書は全部タイ語で したためられ,薬物の

配列はタイ語順になっていて,われわれには

扱い難い｡薬物の各項 目の記載構成は,タイ

トルに薬物のタイ名を記 し,次に植物性,動

物性の薬物にはその基原植 ･動物の分類学上

の所属をあげ,ついで基原植 ･動物あるいは

鉱物の名称を学名で記 している｡例えば,

KHAW SAN--薬物名 (本書にはタイ文字で
書かれている)

GRAMINEAE -分類学上の所属 (主 として科
名)

OryzasativaL.-基原植物 (あるいは動物,紘
物)蛋

しか しこのように完全に記載 されているもの

は790種の うち約70-75%であって,残 りの

25-30%のものは薬物名だけをあげているか,

あるいは科名,または属名だけをあげていて

正確な植物名 (あるいは動,鉱物名)は不明
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写 真 1 Sangiam Phongbunrot著 『タイ国薬用植物』の扉ページ(左)と本文(右)
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ント鴇 :タイ同生薬の考察 I

見られるような書 きかたである｡しか も科学

的にかな りよ く解明されているような薬物に

ついて もそれには触れず,例えば化学成分の

明 らかにされているようなものについてもそ

の記載はな く,タイ閑における薬物の民間薬

的 な記載だけである｡ このような記載の羅列

が人部分で,最後にその薬物の地方名,異名

が記されている｡

また葉物の記載はそのものによって精粗 さ

まざまで,ごく一部の ものには種物や動物の

図も添えられているが, これまた極めて簡即

な図である｡

要するに本書はタイ国の天然藁物を広 く網

羅 し,さらに外国から入 って くるものまで集

録 している点で,その全貌を知るには好個の

文献ではあるが,著者が古医師で薬学の専門

家ではな く, ことに生薬学者ではないか ら生

薬学1伽 こ天然薬物の解説書 としては程度の低

い 幼稚なものである｡

〔2〕紺 弧 T.T.比抑嘉的品 m oJ

(Samakhom Rongrien Phaetphaen

Boran)(古医学校協会)編纂

I!:TtJJ〕:i...77TJi,∩,.:･,I,;.:(;!･,川."::･.

(pramuanSapphakhunYaThai,Pt･

1.)(タイ国薬物効能集成,第 1巻)

r17浩二〔1〕(以下 〔1〕と略称)か

ら5年後の1964年にバ ンコクで出

版 された 324ペ-ジの簡易装てい

の告物で,｢柚物および鉱物, 杏

種動物のタイ同薬物効能師 友｣ と

い う刷 題がつけられ,j川畑二はバ

ンコクの名利 WatPoo(ねは/L畑

寺院)にある-.吊矢協会学校の編纂,

出版である｡

本書 の序文もまた 〔1〕と同 じく

医科大学薬学部の Titto教接が告

いていて,それによると本書の編

纂に主 として当たったのは 〔1〕の

著者 Sangiam の門弟にあたる PhonPhaet-

thanesuanで, Sangiam が 〔1〕の増補改訂

をするべ く努力をしているときに故人 とな っ

たため,散人の意志を継承 して,その遺稿の

校から出版 したものであると記 している｡

また Phon白身で本書の由来を記 している

が,Sangiam が生前,〔1〕の増補改訂を志 し

た最初の意図はタイ国における天然薬物の教

科書を作成することにあったようで,その意

図を尊重 して現在古医協会学校の医員を して

いる Phonが恩師の遺稿の一部を中心に整理

と増補改訂を行なったことを記 し,Sangiam

が改訂を志 して実地調査などによって新 しく

知 り得たことのほかにラマ三世時代の古医学

に闇する碑文にある薬物などをも研究 して こ

れにつけ加えたことを記 している｡(ラマ三世

時代の古医学 ･薬物の碑文は古医協会学校の

ある WatPooの回廊の柱,壁間にはめこま

れているO またこの碑文を書物にしたものも

ある｡)また Sangiam の人 とな りなどについ

て も記 している｡また本書の改訂編纂にあた

っては基原捕物名の改訂に医科大学薬学部の

Dr.DarunPhonsiriをわず らわせたことを付

記 している｡

写 真 2 WatPooの回廊(左)と回廊の杵に
はめ こまれ た古医書の碑文(右)
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写 真 3 SamakhomRongrienPhaetphaenBoran編纂 『タイ国薬物効能集成』

の扉ページ(左)と本文(右)

本書は前述のように第 1巻だけが1964年に

刊行された未完のものであるが, 554種の薬

物が収載 されていて,本書 もまた 〔1〕と同様,

薬物はタイ語順に配列され,その記載形式は

タイ トル,本文ともに 〔1〕とほとんど同様で

ある｡

本書 〔2〕(以下 〔2〕と略称)に収載 する薬

物について 〔1〕と比較すると, 〔2〕すなわ

ち第 1巻の最末尾, 554番目の薬物は "Cha

em thet"-Leguminosae:Glycyrrhiza(*#

のり甘草")であるが,これは 〔1〕では 195ペ

ージの 237番 目 (実際は242種の薬物があげ

られている)にあげられている｡すなわちだ

いたいにおいて 〔1〕の237番目までの薬物に

ついて増補改訂したものであるといえる｡

これをいますこし詳細に比較検討すると,

〔2〕にあげる554種のうち 〔1〕にあげられて

いたものは 190種 (このうち4種は〔1〕の196

ページからあとのものである)だけで,〔1〕の

242種の薬物のうち 56種のものは 〔2〕には収

410

載 されていない｡すなわちこれら〔2〕に収載

されなかったもののうちの大部分はタイ トル

にタイ薬物名をあげているだけで,基原植物

を明記 しなかったものが35種におよび,また

基原植物名を明記 したもので 〔2〕に収載 され

なかったものは21種である｡これらのものの

うち,将来,第 2巻,第 3巻に収載されるも

のもあるだろう｡

次に 〔2〕に収載されている 〔1〕の 186種の

薬物のうち,23種は 〔1〕に基原栢物を明記 し

ていなかったもので, 〔2〕で初めて基原植物

を明らかにした｡例えば 〔1〕では "Kodkan

phraw"は科名,種名ともに不明であるが,

〔2〕では "Rod kan phraw"-Scrophularia-

ceae:PicrorhizakurrooaBenth. (中英の

"胡黄達") と増訂されている｡

また68種の薬物はその基原植物が改訂され

ていて,その種名を改訂しているもの,全 く

別種の植物に変更 しているものなど多岐にわ

たっている｡さらにこれらのもののなかには
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木島 :タイ閃生薬の考察 I

〔1〕で 1相にあげ られていた もojが 〔2〕で 2
- 4種に増項 されていて, しか もこれが同 じ

名称 (タイ名)で増項 され,それぞれ別種の

歳原植物をあげているものがある｡ すなわち

"1名2物～数物"になっている｡また口〕で

は 1種の基原柄物 しかあげられていなか った

ものが, 〔2〕では2種以上に増補 されている

もの もある｡例 えば〔1〕の第 150項の "Khem

daeng"-Rubiaceae:IxoralobbiiLoud.は

〔2〕では次のように 同 じタイ名で 2項に増加

されている｡

第350頃"Khemdaeng"-RubiaceaeA.Ixora

tobbiiLoud.

第3511i'i"Khemdaeng"-Rubiaceae:Ixora

amoenaWall.

また〔1〕の第152項の"Kheytai''-Rutaceae:

GlycosmiscochincinensisPierre.は 〔2〕で

は次のよ うに同 じタイ名で 2項に増加 され,

この 2境には科のことなる全 く別種の柿物を

あげている｡

第365年了 K̀heytai"-Euphorbiaceae'.Eu-

PhorbiaheteroPhylZaLinn.

第366頃 "Kheytai"-Rutaceae:Glycosmis

cochincinensisPierre.

同様に 〔1〕の第 61頬の "Ram phaengjed

°han"-Rubiaceae:LitosanthesbijloraB1-

ume.は〔2〕では次の 3項 に増加 されている｡

第99頃 "Kam phaeng jed °han"-Rubia-

ceae:LitosanthesbijioraBlume.

第100項目Kam phaeng jed °han"-Celas-

traceae:SalaciasociaCraib.

第101項"Kam phaeng jed°han"-Menis-

permaceae:FibraureainctoriaLour.

これ らはいずれ も"1名 2物","1名 3物"

の例である｡

結局,〔1〕か らそのまま〔2〕にあげ られてい

るものは 95秤であるが,〔1〕のものに改訂 と

ともに種類の 大増補 を行 な ってい るので,

〔2〕の 554種申364種が新 しく増加 した もので

ある｡例えば〔1〕の第 1項 "Kachae"-Ocna-

ceae:OchnawallichiiPlanch.は〔2〕には

載せ られておらず,〔1〕の第 2項 "Kachab"一

〇nagaraceae*:TraPabicornisLinn.は〔2〕の
第 8項 に見 られ,"Ka-chab"一〇nagaraceae*:

TraPa bicornis Linn., TraPa bisPinosa

Roxb.しかも基原植物が 1種増補 されている｡

(*Onagaraceae-Oenoteraceae)なお 〔2〕の

第 1- 7項 までは 〔2〕に新 しく増 補 された種

類で, 〔1〕には見 られない｡

以上から〔2〕がい かに改訂 されているか,

また〔2〕が〔1〕の面 目を一新 したものであるか

がよ くうかがわれる｡ しか し, 〔1〕にタイ YT

だけをあげて基 原植物 名lの不明であった約70

柿の うち, 〔2〕では相当数の ものが基原植物

/呂を明らかにしているが, 〔2〕ではまた新 し

く増補 された ものの うち約 140種のものに拭

｢京柚物名があげられていない｡

これらの事実はタイ田における天然葉物の

基原の解明が遅れていることを如実に示 して

いるとともに,タイ国ならびにその周辺地域

の柄物相の解明が見 られない限 り,解決す る

の文献であるか ら,たとえ現段階では基 原 柚

物が明らかでな くて も,どしどし増改訂され

た ものが公 になる ことを 望みたい｡ ことに

〔1〕を増改訂 した 〔2〕は,〔1〕の著者の希望か

ら計画された もので,その著者が故人 となっ

た現れ三その遺志を継いで発刊された 〔2〕が第

1巻だけに終わ らず,完結す るまで｢侶仮され

ることを望みたい｡

｢3＼､TechnologlCalResearchlnstitute鋸

All initial List of Thaimedicinal

Plants

1966年 4月 Applied Scientific Research

CorporationofThailand(Bangkok)の報告

として,タイプ印刷の リス ト形式の19ペ ー ジ

の小報告である｡ これには Prepared行om

lists obtained from;Old Style Doctor'S

411



東 南 ア ジ ア研 究

AssociationofThailand,OldStylePhar一

maceuticaland Medicine Association of

Thailandと表題に付記されているので, 本

リス ト(以下〔3〕と略称)が前 2苔を資料とし

て作成されたものであることが推察できる｡

〔3〕は198種の生薬を薬効別に13項に分類 し,

各生薬について,そのタイ名 (Localname),

基原植物名(Botanicalname),科名(Family),

薬用に供する部分 (Partused),植物の分布,

産地 (Habitat)に分けて表示 したもので,タ

イ名以外は英文で記載されていて,タイ国生

薬についてタイ語以外の外国語でまとめられ

た最初のものではないかと思われる｡

このような記載方法は前〔1〕,〔2〕が民間薬

的記載をとっているのに対 して初めてやや科

学的な記載方法をとったものといえる｡しか

しその薬効別分類方法は近代薬理学的な分類

ではな く,むしろ通俗的な薬効別分類をして

いる｡すなわち,

1.Anthelmintics駆虫薬 (14種)

2.Antidiarrheics止潟薬 (15種)

3.Antiinflammatoryagents消炎薬 (19

種)

4.Antileprousagents治療薬 (15種)

5.Antineoplastics抗腫癌薬 (19種)

6.Antipyretics解熱薬 (22種)

7.Cardiotonics&Neurotonics強心薬

と神経刺激薬 (16種)

8.Catbartics流下薬 (15種)

9.Expectorants祐疾薬 (17種)

10.Dermatologicagents皮膚病薬 (9種)

ll.Diuretics利尿薬 (17種)

12.Stomachis健胃薬 (lo種)

13.Tonics強壮薬 (lo種)

の13項に分類 している｡

なお〔3〕には197種の生薬が リス トアップさ

れているが,実際は同一生薬で二つ以上の薬

効をもつものがいくつかあり,また基原植物

の使用部分により薬効のことなるものもある｡

412

第 6巻 第 2号

これらがそれぞれの薬効の項 目に記載されて

いるため,基原植物,生薬の数は 197種から

かなり下まわるものである｡したがって〔1〕,

〔2〕に収載されている植物の種類と比べると

極めて少数のものでしかない｡.しかし〔1〕,

〔2〕にあげるものすべてが, 重要な薬用植物

であり, 生薬であるとは考えられず, 〔1〕,

〔2〕にはおそらく, できるだけ多 くの薬用植

物や生薬を網羅 したものと思われる｡これに

対 し〔3〕には Ⅰntroduction的な記述がなく,

リス トアップされた薬物の選品の方針などに

ついての記述がないから,あくまで筆者の推

論であるが,〔3〕にあげる190種足らずのもの

が,実際には頻用されているものと考えて差

し支えないのではなかろうか｡筆者が頻用さ

れる生薬と推定 して収集 した標品の多 くのも

のが, 〔3〕にあげる生薬のうちに見出される

ことは,ある程度筆者の推論を裏付けるもの

であると考える｡

つぎに本 リス トの内容について検討すると,

多 くのものは〔1〕あるいは〔2〕と同じ内容であ

るが,11種は 〔1〕に基原植物のあげられてい

なかったものに,新 しく基原植物をあててい

る｡例えばHSaba-1ai''-Leguminosae:Entada

glandulosaPierre.(Seed)あるいは〔1〕,〔2〕

で "Cha-em-thet"-Leguminosae:GZyzyr-

rhizaと属名だけしかあげられていなかった

ものに HCha-em thet"-Leguminosae:GJγ-

zyrrhizaglabraLinn.と種名をあげたもの

もある｡また〔1〕,〔2〕にあげられている基原

植物を改訂しているもの, 例えば 〔1〕, 〔2〕

で HRangchu't"-Acanthaceae:Thunbergia

laurifoh'aLindl.とするものを〔3〕でば R̀an-

gchu't(OrRangyen)"-Leguminosae:Mil-

letiakitayanaCraib.と改訂したり,〔1〕,

〔2〕で 1薬物に 2基原植物を あげているもの

を 1基原植物 に限定 して いる もの, 例えば

"Maklam-tachang"-Ebenaceae:DiosPyros

mollieGriff.,D.embyroPtfrisを 〔3〕で
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HMaklam-tachang"-Ebenaceae:DiosPyros

mollisGriff.に, また "Boraphet"-Menis-

permaceae:TinosPorarumPhii,T.crisPa

Miers.を〔3〕で BorapheトMenispermaceae:

TinosPoratuberosaBeumee.に限定 してい

るものなどがある｡さらに本 リス トで初めて

登場 した薬物 も数種数えられる｡ これ らの点

から本 リス トは収載薬物の数は少ないが,前

2書よりも一段 と基原植物が明らかになって

いて今後のタイ国薬の研究に責重な質料 とい

える｡ しか しなおよ く検討すると本 リス トに

おいて も,同じ薬物名で基原柿物名の,ある

いは使用部分のことなっているものがあちこ

ちに発見できる｡例えば 1.Anthelminticsの

No.7(p.1)"Non-taiyak"-Roxburgiaceae*:

Stemona collinsae Craib. に対 して 4.

Antileprousagents の No.13(p.6)は

"Non-taiyak"-Roxburgiaceae*: Stemona

tuberosaLour.となっている｡(*Roxburgia-

ceae-二Stemonaceae) また 4.Antileprous

agentsの No.ll(p.6)"Lamphong"-Solan-

aceae:DaturametelLinn.(Root)に対し

て, 10.Dermatologicagents の No.5(p.

15) は "Lamphong''-Solanaceae:Datura

metelLinn.(Seed)とあり, また 5,Anti-

neoplasticsの No.12(p.8)は "Lamphong"-

Solanaceae:DaturafastuosaLinn.(Seed)

となっているものなどがあって,多少 あいま

いな ものを残 し,疑問をもつもの もある｡

また本 リス トの分布,産地について見 ると,

多 くの ものはむしろ生態的な分布状態を記載

しているものであって,地理的な分布につい

てIi己載 されているものは少数 しかない ｡ 例え

ば Scrub,Forest,Openforest,Rockyground,

Mountain･-というような記載が多い｡ はな

はだぱ く然 としている｡しか し基原植物の不

完全 さとともに, フロラの不完全なタイ国の

現状ではこれ もまたやむを得ぬことと考える｡

最後に薬効別に配列 された本 リス トを通観 し

て特 に感 じ られ る こ とは 4.Antileprous

agents,5.Antineoplasticsとしてあげられ

ている薬物の種類が,他の薬効を うたう薬物

に くらべて極めて多 くあげられていることで

ある｡これら薬物の実際の薬効の有無は別 と

して,タイ国における一般大衆の薬物必要性

の状況がよ くわかるものである｡

以上, 〔1〕,〔2〕,〔3〕の 3種のタイ岡天然

薬物に関する比較的新 しい文献について述べ

たが,これらの文献はその全般を知る上には

誠に好都合であるが,今後, 個 々の薬物につ

いての利用,あるいは文献の引j札 その他に

際 しては,各項で述べたように種 々の問題点

を包蔵 しているから,その内容は匿重に検討

す ることが必要である｡

n 現在の タイ国生薬の概要

タイ国の文献あるいは筆者が収集 した生薬

を通 じてタイ国の生薬を通親すると,タイ田

生薬市場で見 られる生薬にはタイ国内で採集,

生産 されるものもあれば,隣接の各地で生産

されるものが流入してタイ国内で集荷されて

いるものもある｡さらにまた これらがタイ国

産 としてタイ国から海外に輸出されているも

のもある｡また,中国,香港, ビルマ,イン

ド,イン ドネシア,マレー, シンガポール,

その他の各地からタイ国-輸入されて くるも

のもある｡

またこれ らの生薬をタイ国における使用面

から考察するとタイ国古来の伝統医学である

タイ古医学の治療に用い られるタイ薬, 中 国

系タイ人や中国人の問で広 く行なわれている

東洋医学 (漢方医学)の治療に用いられる小

莱 (漠薬), タイ国で 製造 される医薬品原料

となる生薬 (国外からタイ国-輸入されるも

のが多い), タイ国人からは 切 り離す ことの

できない生活必需品である食品香辛料 となる

ものなどがあるが,牲薬をこれらの用途によ

って判然 と区別することは不可fiEで,タイ葉
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として使用するもので同時に中葉として使用

する生薬 (cha-em-thet･甘草), タイ薬とし

て使用するもので同時に香辛料として使用す

る生薬 (Luk-°han-ted･肉豆蔑)などがある｡

またこれらのタイ生薬にはタイ国産の生薬

でタイ国内だけで使用されるものもあれば,

インド医学の影響を受けたタイ医学の性格上

これに使用するタイ生薬には,インドで使用

される生薬が圧倒的に多い｡さらにインドネ

シア,マレーその他で民族薬とするもの,ま

だ資料が少な くて明確には記せないが,近隣

各地で民族薬とするものも数多 く含まれてい

ると考えられる｡またタイ国の生薬には海外

各地に供給される世界的に著名なものも数多

く見 られる｡

しかしながらタイ国の生薬を個々に見 ると,

まず 〔1〕,〔2〕,〔3〕の文献を通 じて感 じるこ

とは基原植物の不明な薬物やあいまいな基原

植物を充当しているようなものが意外に多い

ことである｡ことに先に記 したように 1名 2

物あるいはそれ以上のものがあり,しかもこ

れが全 く性格のことなった別種のものである

場合がある｡現実に市場にある生薬について

見ればい ずれのものをとるかわかるが,文献

上いずれのものを正 しい基原植物 と解釈すべ

きか判断に苦 しむ場合が多 く,また市場の生

薬ですらこの名称の混乱を来たしている場合

写真4 タイ国のマーケットで売られている
セット袋入りの香辛料生薬
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があるからいっそう不可解なものとしている｡

例えば 〔1〕では "°han-ted"-Santalaceae:

Santalumalbum Linn.白檀(ビャクダ ン)を

充当し,Sandaトwoodとも記 しているが,〔2〕

では "°han-ted"-Myristicaceae:Myristica

fragransHoutt.肉豆薙(ニクズク)としてい

る｡両植物ともタイ国に日月:.する植物ではな

く,〔2〕で〔1〕の原植物名を改訂 したものであ

ろうが,その記載文はほとんど同様で,実際

に市場 で "°han-ted" と呼ぶものは 後者で

あるらしく, 筆者の 収集 した 生薬は 肉豆惹

"Nutmeg"を "Luk°han-ted",肉豆蓬花(ニ

クズクカ)Maceは "Dok°han" と呼ばれて

市場で取 り扱われている｡ なお肉豆題は M.

fragransの種子であり, 肉豆莞花はその仮

種皮である｡ (筆者の収集 した 生薬は上記の

名称で扱われていたが,実際は真正品ではな

く,その近縁の真正品よりは劣る類似生薬で

あった)

また "Kodhuabua"は 〔1〕では "Kodhua

bua"-Umbelliferae:ArchangelicaoBcin-

alisHoffm.-AngeZicaarchangelica.,[2)

では "Kodhuabua"-Menispermaceae:Ste-

PhaniabreuiPesCraib.としているが,生薬

市場では "拡odhuabua"と称 して中葉の川

等 (センキュウ)を取 り扱っている｡中 薬用

苛は中国では LigusticumwalZichiFranch.

(Umbelliferae)の根茎 とい われ 〔申国の川

蔓は以前は Conioselinum jilicinum Hara

(-C.uniuittatum Turcz.)ミヤマ センキュ

ウ (Umbelliferae)の根茎 といわれたが,こ

れは誤 りである〕, タイ国生薬市場で 申薬と

して使われる川考はどこででも見受けられる

生薬である｡ しかしタイ国生薬苗場の川苛は

申国産ではな く,lj本庄の川考で ｢口乃考｣

と呼ばれ, Cnidium oBcanaleMakinoセ

ンキュウ (Umbelliferae)の根茎である｡ こ

れは 〔1〕にあげる Angelica archangelica

Linn.(-ArchangelicaojWcinalisHoffm.)
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の租茎(アンゲ リカ根 Angelicarootと呼ぶ)

と混同されているものと思 うOなお川号とア

ンゲ リカ根は極めて近緑の植物で,その葉効

もよ く似ている点がいっそう混同されるもと

と思 う｡A.archangelicaは,元来 シベ リア,

ヨーロッパ北部原産 といわれ, ヨーロッパで

栽増,アンゲ リカ根は西欧で薬卜旧こされてき

た生来である｡インドの薬物書には A.arch-

angelica の根茎を社疾,興奮, 発汗薬 とし

て用い,カシ ミールの 8,000-13,000フイ-

トの高地にあることを;3'己しているが,これが

ヨーロッパで栽培す るものと同一植物である

か否かはいま直ちに断定できない ｡ いずれに

して も "Kodhuabua"は以上のように文献

上 とIij'場のものとには三重の混乱のみ られる

ものである｡

また基頂植物の明確な持場の生薬をとりあ

げてみて も,タイ国産の ものについてはタイ

関内におけるその産地,採集法,調製法など

!上iji'三伏況その他の点などに｢いては不明瞭な

ものが多 く,われわれがタイ国から供給を受

ける著名な生薬について もいえることで,例

えば大風子(タイプウシ),白豆莞(-クズク),

縮砂 (シュクシャ), シャム安息香 (アンソッ

コウ),ペグ阿仙薬 (アセ ンヤク)などについ

て もタイ国産あるい はタイ田から輸出されて

くるものについてはその基原植物や産地,揺

集地,調製など詳細に検討するとなおい くつ

かの疑問を残 している｡

このように生薬の基原植物に不明な ものが

多く見 られた り,疑問や混乱の見 られる原因

を考察するとその最大の原因はイン ド, ビル

マ,イン ドシナ,マ レー,中 国その他の国 々

のf主薬に関す る文献に見 られる基原 柚 物を直

接タイ国年葉の基原柚 物に充当し,さらにこ

れを実証する生薬の基礎的な基原植物に関す

る研究がほとんどなされていないことによる｡

〔1〕の著者 Sangiam らが何回かに わたって

葉物の調査を実施 しているが,古医師である

Sangiam らの調査はむ しろ,何が どんな使い

方をされているか,またその使い方の適否な

どに集申されていたようで,基原植物の追求

などに関 しては 〔1〕の改訂版に相当する〔2〕,

あるいは 〔3〕の内容を検討 して もあまり見 ら

れない｡このようにタイ生薬の基頂棉 物の追

求に対 してはこれまであまり努力 されていな

いことは事実である｡ しか しこのような現状

はタイ国の柚物相の研究未完に原関するもの
で,古くから独立を保ってきたタイ国は,班

欧諸国の植民地であった近隣の諸地域に くら

べて植物相の研究,記載は極めて遅れた状態

におかれ,まとまった柚物 目録 としては20-世

紀になって双子葉植物 について初めて W.G.

Craib とタイ国で 植物の 研究に従車 した A.

F.G.Kerr,さらにその後継者達によってイギ

リスから W.Craibetal.,FloraeSiamensis

Enumeratio.3vols.(Bangkok,192511962)

が出版された｡また最近になってデ ンマーク

か ら DanskBotaniskArkiuの特集号 として

K.Larsenetal.,StudiesintheFloraof

Thailand.DanskBot.Ark.,Vol.20,23

(196ト)が出版 されている｡ (岩槻邦男,福

間誠行 ｢タイ困植物調査小史｣本誌Vol.ド.,

No.5, pp.172-179, 1967参照) また最近

には羊歯植物について M.Tagawa andK.

Iwatsuki,"EnumerationofThaipterido-

phytes collectedduring1965-1966," 本誌

Vol.V,No.1,pp.23-120(1967)が報告 され

て,ようや く棉物相の記載,植物 目録の充実

が軌道にのってきた感があるが,まだまだこ

れが生薬の基原植 物追求に利用されていない｡

このようなことが重なって,生薬の基原植物

の決定に大きく影響 し,その産地,fE産状況

の追究を困難にしているように思 う｡

したが ってタイ生粟の成分,薬効は著名な

/l薬や-一部の捕物については既に明 らかなも

のもあるが,多 くojタイ生薬については成分

は明 らかでな く,そこに示 される葉効は古い
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伝統と経験を踏襲 してきた民族薬的用法によ

る薬効であるものが多い｡著名な生薬もこの

ような薬効から逆に成分が研究され,その薬

効の立証がなされたものが多いが,結局それ

に先行する基原植物の研究が充分なされてい

なければ,成分,薬効の研究は達成されない｡

なお,民族薬としてタイ生薬を見 る場合に

タイ生薬の用法にはタイ古医学がインド古医

学の影響を受けているため,インドにおける

用法をそのまま受けついでいるものが多いこ

とは当然であるが,またタイ国内でタイ古医

学と並行 して古 くから見 られる東洋医学の影

響 も看過できず, インド古医学の影響と同様

に生薬の上にみられることも当然といえよう｡

このような 視点 か らタイ生薬 を見 ると 中英

(漢薬) とその基原植物を同じくする生薬も

かなりあり,なかには使用部分,用法ともに

ほとんど同様に使用されているものも多い｡

また一方,使用部分,用法などのことなるも

のもあり,タイ古医学 (あるいはインド古医

学)と東洋医学における薬物の使い方の相違

など民族薬的な見解からすると興味のあるも

のもあり,若干のものを引用する｡なお以下

に引用 した生薬の成分はある程度明らかにさ

れているものもあるが,それらについては個

々の生薬について考察する場合に述べる｡ま

たタイ生薬の基原植物は文献上あげられてい

るもので,いちおう誤 りのない正 しいものと

して記 したものである｡

たとえば,(1)タイ生薬の"Lebmu'nang"は

QuisqualisindicaLinn.(Combretaceaeシ

クンシ科)の根で駆虫薬にしているが,中英

の使君子 (シクンシ)はこの植物の果実で,

同じく駆虫薬にしている｡

(2)タイ生薬の "Wan-hangchang''は Bel-
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amcandachinensl'sDC.ヒアオギ (Iridaceae

アヤメ科)の葉で消炎薬に用いているが,小

薬の射干 (ヤガン)はこの植物の根茎で后桃

腺炎などの消炎薬に用いている｡

(3)タイ生薬の "Khamin oi"は Curcuma

zedoariaRosc.ガ ジ ュ ツ (Zingiberaceaeシ

ョウガ科)の根茎で止潟薬として用いている

が,中英の菜蓮 (ガジュツ) も同じく根茎で,

健胃薬 として用い,わが国で も家庭薬に広 く

処方 されている｡

(4)タイ生薬の "Fakkhao''は Momordica

cochinchinensisSpreng.ナンバ ンキカラス

ウリ (Cucurbitaceaeウリ科)の根で消炎薬

として用いているが, 中英の木簡子 (モクベ

ッシ)はこの植物の種子で痔疾,膿腔に用い

ている｡

しかし一方ではり｣薬のタイ生薬-の影響は

さきに述べた川等の事例に見 られるようにタ

イ生薬に混乱をもたらせている原関にもなっ

ていることを忘れてはならない｡

以上タイ生薬を通観 した結果,今後のタイ

生薬の研究は先ずその基原植物を明らかにす

ることであるが,これは同時にタイ国植物柏

研究の進展によりいっそう明らかになるもの

であり,またこれにしたがってその産地,坐

産状況なども明瞭になるであろう｡またタイ

生薬の成分,薬効の正確な研究が期待 される

であろう｡いずれにしても現段階ではまずい

ろいろの手段を尽 してタイ生薬の基原を明ら

かにすることにあり,今後解明しなければな

らないタイ生薬のもつ問題は極めて多い｡本

報告では個々の生薬につきできるだけ多 くの

問題点を摘出して今後のタイ生薬の解明に役

立てたい｡ (本報告の続編 ｢タイ国生薬の考

察 Ⅲ｣は第 6巻第 3号に掲載の予定)
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